
広報広報

もっと写真でつながる「more Connect（もあコネクト）」

も　あ

9
2024

Vol. 377 extra

高校生による市長への提言

皆瀬Smileレストラン

二十歳を祝う会

サマーミュージックフェスティバル2024

日展作家と子どもたちの絵画教室



VRやARを地域事業で 活用

小
こ み な み

南 飛
あ す か

鳥さん

2024.8.2

高校生による

市長への提言

　まちづくり活動や地域活性化策などに興味・関心を持つきっ

かけづくりを目的とした、高校生による「市長への提言」が市

役所本庁舎で開催されました。

　湯沢高等学校と湯沢翔北高等学校の代表者８人の「市長への

提言」を紹介します。

他市町村のVR活用状況を調査

湯沢翔北高等学校３年

ＶＲ、ＡＲを湯沢市のＰＲや疑似観光などに活用する市長への提言

▶VR（Virtual Reality：仮想現実）、AR（Augmented Reality：

拡張現実）を使うことで、湯沢市のＰＲや疑似観光などに活

用し、活性化につなげることが可能ではないか。

▶VRやARは生活の身近なところで活用されていることから、

地域事業に利用できる。

　活用例　ＶＲ…医療 、自動車教習など

　　　　　ＡＲ…位置情報ゲームアプリ、災害シュミレーション 



湯沢高等学校３年
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音楽の力で 湯沢を活性化

演奏会を観に来てくれた人を対象にアン
ケートを実施

先生方が実践後、検証
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湯沢翔北高等学校３年

▶教師自身の自己評価や、授業を受ける生徒の様子を３Dカメ

ラで撮影し、その動画をVRで教師が見ると、良い授業作り

やリフレクションの参考になるのではないか。

▶先生方に検証してもらい、先生と生徒にアンケートを実施し

たところ、大多数が導入の必要性を感じていた。肖像権の問

題などもあるが、許可を取り、ガイドラインを定めるなどす

れば、研修や公開授業にも活用が可能。

▶そもそも湯沢市の音楽事業を知らない、地域のみんなが音楽

に興味ない などの課題がある。

▶ポスター、チラシ、SNSを中心に宣伝活動をし、 認知度の拡

大を図る。

▶さまざまなジャンルの演奏会の開催、ホールの市民開放など、 

みんなが楽しめるイベントを企画する。

今以上に音楽を使って、地域の活性化につなげる市長への提言

教師が360°VRを使って生徒の学習意欲向上につなげる

360°視点の授業動画による最先端の授業リフレクションの導入市長への提言
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メタバース（仮想空間）上に湯沢市を生成する市長への提言

湯沢高等学校３年
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湯沢高等学校３年

ＩｏＴセンサの活用で高齢者の孤立を解決

メタバースを活用した関係人口の増加について

IoTセンサの効果を実際に体験し理解する機会を設ける市長への提言

見守りサービス利用目的の
アンケート調査

問題に基づき探求チャートを作成

▶冷蔵庫にＩｏＴセンサを設置し、扉の開閉による庫内の湿度

の変化を記録することで、離れて暮らす高齢者の状況が把握

できる。

▶現状、認知度が低いので、ＩｏＴセンサを紹介するポスター

の作成や、１週間お試し利用体験など、効果を実際に体験し、

理解する機会を設ける。

▶沖縄県や佐賀県では、独自のメタバ―スにより、関係人口、

観光客が少しずつ増加してきている。

▶メタバースの中に、湯沢の星空や観光名所を映し出し、特産

品の販売やイベントなど、みんなが親しみやすい施策でほか

のメタバ―スとの差別化ができれば、湯沢市を見つけやすく

なり、関係人口が増加するきっかけになるのではないか。
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唯美さん対立・異なる主張に関する調査データを収集

国の調査データを基に分析

湯沢高等学校３年

湯沢高等学校３年

在宅医療における、ICTを活用した多職種連携の情報共有

特定妊婦が減少すると出生率が高くなるのではないか

広報活動と支援制度を強化し、出産と育児に対する安心と安全を提供する市長への提言

ICTを活用した情報共有により、在宅医療に関わる家族の負担を軽減する市長への提言

▶特定妊婦（予期せぬ妊娠や貧困、DVなどで子どもを育てるのが難しく、

出産前から支援が必要な方）減少のために予防や支援を行い、抱

えている問題を解決すれば、日本の出生率を上げることがで

きるのではないか。

▶「この地域でなら安心して子育てができる」と感じる女性が

増え、出産や育児へのイメージアップにつながれば、出生率

が増加すると考えられる。

▶ ICTを活用した情報共有は、多職種連携（医療や介護福祉に関わ

るさまざまな専門職種が互いの専門性を生かし、一つのチームとして地域

に働きかけること）を正確に、かつ簡単にできるのではないか。

▶誰もが使いやすい、操作が簡単な機器などにより、情報共有

が正確で簡単になれば、多職種連携が促進され、在宅医療に

関わる家族の負担軽減につながる。
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メール本文に次の事項を入力し、写真を添付して送信！

▶件名：「あなただけの広報ゆざわコネクト」

▶氏名　▶住所　▶電話番号　▶お子さんの名前、生年月日

▶メッセージ（希望者のみ）　▶必要部数（10部以内）

▶希望する発行号
※写真データは１メガバイト以上のものを推奨します。

お子さんの写真（電子データ）をメールでお送りいただいた方に、表紙の

写真を差し替えた「広報ゆざわコネクト」を無料でプレゼントします。

問合せ ふるさと未来創造部 情報政策課 元気・魅力発信班 ☎56-8387
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koho@city.yuzawa.lg.jp送信先
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